
平成２８年度 

「中小企業の診断及び助言に関する実務の事例Ⅳ」の出題の趣旨 
 

 

第 1問（配点 25点） 

（設問 1） 

財務諸表の数値をもとに、D 社の財務状態の評価目的にかなった財務指標の値を求める

ことで、診断及び助言の基礎となる数値を算出する能力を問う問題である。 

 

（設問 2） 

 適切な財務比率に基づいて、前期と比較した場合の D 社の財務的な課題を把握し、その

原因について分析する能力を問う問題である。 

 

 

第 2問（配点 35点） 

（設問 1） 

財務諸表の数値をもとに、D 社の営業活動によるキャッシュフローの計算表を作成する

ことで、診断及び助言の基礎となる数値を算出する能力を問う問題である。 

 

（設問 2） 

D 社の投資の現在価値と各年均等の税引後キャッシュフロー増分を求めることで、投資

の経済性について診断及び助言の基礎となる数値を算出する能力を問う問題である。 

 

 

第 3問（配点 15点） 

見積損益計算書をもとに、適切な業績評価の尺度となる値を求め、これに基づき D 社の

店舗の閉店について分析して提案する能力を問う問題である。 

 

 

第 4問（配点 25点） 

（設問 1） 

業者が運営するネット予約システムについて、D 社の損益への影響の視点から分析する

能力を問う問題である。 

 

（設問 2） 

損益分岐点売上高の変動額を求めることで、D 社独自のネット予約システムの導入につ

いて、診断及び助言の基礎となる数値を算出する能力を問う問題である。 

以上 


